
査
し
た
の
か
。
ま
た
、
す
る

気
は
あ
る
の
か
。

A
産
業
建
設
部
長

　

人
口
が
増
加
傾
向
に
あ

る
こ
と
と
、
航
空
産
業
の

集
積
に
伴
い
、
該
当
す
る

空
き
家
が
見
受
け
ら
れ
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。
調

査
を
し
た
こ
と
は
な
い
し
、

今
後
も
調
査
す
る
必
要
は

な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

　

平
成
₂₇
年
５
月
₂₆
日

の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、

国
の
空
き
家
対
策
の
特

別
措
置
法
が
全
面
施
行

さ
れ
た
。
全
国
に
は
、

８
２
０
万
戸
︵
平
成
₂₅
年

₁₀
月
時
点
︶
の
空
き
家
が

あ
り
、
放
置
さ
れ
た
空
き

家
は
、
３
１
８
万
戸
も
あ

る
。

　

危
険
性
の
あ
る
空
き
家

は
、
強
制
撤
去
も
可
能
で

あ
る
が
、
内
容
と
当
町
の

現
状
を
問
う
。

Q
空
き
家
の
法
律
と

は
、
ど
の
よ
う
な

内
容
か
。

A
産
業
建
設
部
長

　

適
切
な
管
理
が
さ
れ
て

な
く
安
全
性
の
低
下
、
公

衆
衛
生
の
悪
化
等
を
及
ぼ

す
空
き
家
に
対
し
て
、
修

繕
を
勧
告
し
た
り
強
制
撤

去
も
可
能
と
し
て
い
る
。

Q
「
特
定
空
家
等
」

と
は
、
ど
の
よ
う

な
内
容
か
。

A
産
業
建
設
部
長

　

そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば

倒
壊
等
、
著
し
く
保
安
上

危
険
と
な
る
恐
れ
の
あ
る

状
態
ま
た
は
、
著
し
く
衛

生
上
有
害
と
な
る
恐
れ
の

あ
る
状
態
、
そ
の
他
、
周

辺
の
生
活
環
境
の
保
全
を

図
る
た
め
に
、
放
置
す
る

こ
と
が
不
適
切
で
あ
る
状

態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

空
き
家
等
を
言
う
。

Q
「
特
定
空
家
等
」

に
お
け
る
固
定
資

産
税
の
措
置
は
ど
う
か
。

A
産
業
建
設
部
長

　

居
住
用
家
屋
の
敷
地
に

つ
い
て
は
、「
住
宅
用
地

に
対
す
る
固
定
資
産
税
等

の
課
税
標
準
の
特
例
」
と

し
て
、
課
税
標
準
額
を
最

大
６
分
の
１
に
す
る
特
例

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る

が
、「
特
定
空
家
等
」
と

認
定
さ
れ
れ
ば
、
対
象
か

ら
除
外
さ
れ
、
最
大
で
６

倍
の
固
定
資
産
税
が
賦
課

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

Q
改
め
て
空
き
家
の

確
認
と
状
態
を
調

＼一般質問／

Q A&
熊沢 直紀 議員

Ｑ・空き家対策を聞く
Ａ・該当する空き家が見受けられない

安全な対策をのぞむ
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定
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れ
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